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心筋線維は，光線に対してサルコメアをくり返し単位とする回折格子として作用するので，波長( ﾀ ) 
が一定のレーザ光線を照射すると，後方 l乙 O 次を中心に左右対称に 1 次以下高次の回折縞が生じる。乙
こで 0 次と l 次の回折縞の間隔 (D) は，サルコメア長をSLとして， D = ﾀ f /SL (f は光学定数)と



















いフィラメントの間の相対的な滑りにより生じる。 (2)細し、フィラメントは連続体である o (3)個々のクロ
スブリッジは平衡位置から距離Aだけ離れた位置で，形成率 α で形成され，クロスブリッジの弾性lとよ
り力 P (x) を発生し，崩壊率 13 (x) で崩壊する。 (4)13 (x)= j3 o, (A-Dz<x<A+D1) 0 (5)P 
( x ) =P 1 ( eﾀX - 1 )。この場合，発生張力は α ， 13 , Dl' Dz , A ， À および短縮速度 U の関数として表
わされるので，種々の U に対する発生張力を計算し，力 速度関係を求めた。モデノレパラメータの推定
は，このようにして計算した力一速度関係が，実際に計測した力 速度関係に一致するように行い，そ









た。さらに乙れらの観察結果に モデル論的検討を加えて (5) クロスブリッジの形成崩壊を考慮に入れ
た動力学モデルにより，サノレコメア動態の大部分が説明される乙と， (6)クロスブリッジの弾性は大きさ
5μmの直線状で、あると予測されること，を明らかにした。
論文の審査結果の要旨
本論文は，心筋収縮の基本単位であるサルコメアの長さをレーザ回折法により計測し，サーボ回路を
用いて制御することにより，サノレコメア動態の解明を試み，さらにその結果をモデル論的に検討した。
200-
心筋サルコメアの等尺性収縮時の張力経過，張力 速度関係，速度過渡応答，収縮による不活化等の解明
およびそのモデノレ論的検討は，方法論および科学水準がともに高く，今後の心筋収縮の病態生理を一層発
展させるとともに，循環器内科学に資すると乙ろが大きい。
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